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「
お
父
ち

ゃ
ん
、
熱
が

出
た
」
と
い

う
妻
の
ひ
と

こ
と
。
38
・

５
度
。
私
も

そ
う
い
え
ば

少
し
熱
っ
ぽ

く
、計
っ
て
み
る
と
37
・

５
度
。「
も
し
や
」
と
不

安
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

　

翌
日
病
院
に
症
状
を

伝
え
る
と
、
み
な
し
コ

ロ
ナ
と
の
診
断
。
年
末

の
繁
忙
期
に
夫
婦
で
感

染
し
、
１
週
間
は
動
け

な
い
。
子
供
た
ち
に
連

絡
し
、
当
面
の
食
料
の

確
保
を
し
て
も
ら
っ
た
。

　

大
好
き
な
お
酒
を
飲

も
う
と
い
う
意
欲
も
出

ず
「
体
調
が
悪
い
と
こ

ん
な
に
寝
れ
る
も
の
な

の
か
」
と
自
分
自
身
で

感
心
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
両
親
か

ら
「
も
ち
米
は
ま
だ
取

り
に
来
な
い
の
か
」
と

の
電
話
。
年
末
の
餅
つ

き
の
た
め
に
お
願
い
し

て
い
た
が
外
出
で
き
な

い
。
療
養
期
間
終
了
後

の
28
日
に
取
り
に
行
く

こ
と
が
で
き
、
な
ん
と

か
間
に
合
っ
た
。

　

親
族
総
勢
30
人
と
過

去
最
高
人
数
と
な
り
、

誰
が
ど
こ
の
子
か
も
わ

か
ら
な
い
状
況
の
中
、

恒
例
行
事
を
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
ほ
っ
と

胸
を
な
で
下
ろ
し
た
。

　

み
な
さ
ん
も
コ
ロ
ナ

に
気
を
付
け
な
が
ら
仕

事
に
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

に
励
ん
で
ほ
し
い
。

発　　行　　所
〒700-0024 岡山市北区駅元町23-12
岡山県建設労働組合（建労岡山）
電　話� 086-252-2338
F A X� 086-252-0273
発行人　　岡　嶋　　　進

売
上
税
額
の
２
割
に

免
税
へ
３
年
間
の
緩
和
措
置

　
【
税
金
対
策
部
】令
和
5
年
10
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
（
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
）
が
導
入
さ

れ
ま
す
。
今
ま
で
消
費
税
が
免
除
さ
れ
て
い
た
事

業
者
へ
も
影
響
が
生
じ
る
制
度
で
す
が
、
昨
年
12

月
に
、
小
規
模
事
業
者
に
対
し
、
負
担
を
軽
減
す

る
経
過
措
置
に
つ
い
て
の
税
制
改
正
案
が
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

載
す
る
こ
と
で
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
申
告
時
に

自
身
が
選
択
し
て
い
る
課

税
方
法
（
本
則
課
税
か
簡

易
課
税
）
と
２
割
特
例
の

ど
ち
ら
か
を
選
択
し
適
用

　

政
府
は
令
和
５
年
度
の

税
制
改
正
の
基
本
的
な
考

え
方
と
し
て
、
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
円
滑
な
実
施
に

向
け
「
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行

事
業
者
と
な
る
免
税
事
業

者
の
負
担
軽
減
」
と
「
事

業
者
の
事
務
負
担
軽
減
」

の
２
つ
の
措
置
を
講
じ
る

案
を
発
表
し
ま
し
た
。

免
税
事
業
者
の

�

負
担
軽
減

　

免
税
事
業
者
が
イ
ン
ボ

イ
ス
発
行
事
業
者
を
選
択

し
た
場
合
、
納
税
す
る
消

費
税
額
を
売
上
税
額
の
２

割
に
軽
減
す
る
激
変
緩
和

措
置
が
３
年
間
講
じ
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
売
上
を
把
握

す
る
だ
け
で
消
費
税
申
告

が
可
能
に
な
り
、
事
務
負

担
も
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
イ
ン
ボ
イ
ス
発

行
事
業
者
登
録
を
し
な
け

れ
ば
課
税
事
業
者
に
な
ら

な
か
っ
た
人
で
、
免
税
の

個
人
事
業
者
が
令
和
５
年

10
月
１
日
に
登
録
し
た
場

合
、
令
和
５
年
分
（
10
月

～
12
月
）
か
ら
令
和
８
年

分
の
申
告
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

適
用
に
あ
た
っ
て
は
事

前
の
届
出
な
ど
は
不
要
で
、

消
費
税
確
定
申
告
書
に

「
２
割
特
例
」
な
ど
と
記

インボイス
制度

冬の労災事故に注意
冬場は凍結や降雪により転倒しやすい

季節です。作業の際は安全意識を持ち

行動するように心がけましょう。

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

事
務
負
担
の
軽
減

　

基
準
期
間
の
課
税
売
上

が
１
億
円
以
下
の
事
業
者

は
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
実

施
か
ら
６
年
間
、
１
万
円

未
満
の
課
税
仕
入
れ
に
つ

い
て
イ
ン
ボ
イ
ス
の
保
存

が
な
く
て
も
帳
簿
の
み
で

仕
入
税
額
控
除
が
可
能
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
少
額

な
値
引
き
等
（
１
万
円
未

　

12
月
17
日
、
建
労
岡

山
賃
金
対
策
副
部
長
の

春
名
敏
和
さ
ん
が
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
（
享
年

69
歳
）。

　

春
名
賃
金
対
策
副
部

長
は
平
成
27
年
に
住
宅
対

策
副
部
長
に
就
任
さ
れ
、

そ
の
後
、
社
会
保
障
対
策

副
部
長
を
歴
任
し
、
令
和

３
年
に
賃
金
対
策
副
部
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
昨

　
｜�

訃��

報�

｜

春
名
賃
金
対
策
副
部
長
ご
逝
去

年
6
月
に
は
建
設
業
従

事
者
の
処
遇
改
善
を
め

ざ
し
、
岡
山
駅
西
口
で

一
般
消
費
者
に
向
け
て

行
っ
た
街
宣
行
動
に
も

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
き
に
わ
た
り
組
合

運
動
に
ご
尽
力
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
謹

ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

年間売上660万円（税込）で経費330万円（税込）の一人親方（手間請け）の場合

負担軽減措置の適用については事前の届出を求めず申告時選択できる

納税額を売上税額の
2割に軽減

売上税額60万円×2割

みなし仕入360万円
（税額36万円※）
※売上税額60万円×60％

税抜仕入300万円
（税額30万円）

【本則課税】
▲18万円

▲12万円
＝

＝－

－

【簡易課税（みなし仕入率60％）】

納税
12万円

納税
24万円

納税
30万円

負担軽減措置（2割特例）

税抜売上600万円
（税額60万円）

下請元請施主

消費税の仕組み

A B C
支払総額110万円 売上100万円 売上70万円

消費税①10万円 消費税②７万円

Aが負担した
消費税①10万円

外注費（経費）
70万円

消費税②７万円

=

各事業者が個別に
納税した消費税
（B+C）の合計
10万円

Bの消費税納税額 Cの消費税納税額
①－② ②

10万円-７万円=３万円 ７万円

※�売上分の消費税から経費分の消費税を差し引くことを「仕入税額
控除」といいます。

満
）
を
行
っ
た
場
合
の
返

還
イ
ン
ボ
イ
ス
の
交
付
も

不
要
と
な
り
ま
す
。

登
録
申
請
の
柔
軟
化

　

現
行
10
月
１
日
か
ら
登

録
を
受
け
る
た
め
に
は
３

月
末
ま
で
に
申
請
書
を
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

４
月
以
降
は
３
月
末
ま
で

の
申
請
が「
困
難
な
事
情
」

を
記
載
す
る
こ
と
で
10
月

１
日
に
登
録
し
た
も
の
と

み
な
す
措
置
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
４
月
以

降
の
登
録
申
請
に
つ
い
て

も
申
請
書
に
困
難
な
事
情

の
記
載
は
求
め
な
い
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
登
録
番
号
通

知
ま
で
に
か
な
り
の
時
間

を
要
す
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
申
請
す
る
場
合
は

早
め
の
手
続
き
を
行
う
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
免
税

事
業
者
は
登
録
す
る
か
ど

う
か
を
判
断
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
支
援
措
置

も
踏
ま
え
た
上
で
取
引
先

と
話
し
合
い
、
慎
重
に
判

断
し
て
く
だ
さ
い
。

税負担を軽減
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大切な人に声掛けを
「火の用心」を当たり前に

　
【
青
年
部
　
畑
山
大

地（
20
歳
・
倉
敷
）】
み

な
さ
ん
は
、
冬
の
風
物

詩
と
聞
く
と
何
を
思
い

浮
か
べ
ま
す
か
。
子
供

の
頃
、
夜
に
な
る
と
ど

こ
か
ら
と
も
な
く
聞
こ

え
て
き
た「
火
の
用
心
」

の
掛
け
声
。
近
年
あ
ま

り
見
か
け
な
い
風
習
で

す
。

　

最
近
火
事
の
ニ
ュ
ー
ス

が
多
く
耳
に
入
り
ま
す
が
、

昨
年
度
の
全
国
の
総
出
火

件
数
は
27
万
件
、
総
死
者

数
千
人
弱
、
負
傷
者
数
４

千
人
強
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い

う
大
き
な
問
題
に
隠
れ
て

い
る
た
め
、
ピ
ン
と
こ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

と
て
も
怖
く
悲
し
い
数
字

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

「
火
の
用
心
」
と
い
う

昔
な
が
ら
の
言
葉
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
対
策
と
同
様
、
そ

れ
を
当
た
り
前
に
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
本
当

に
大
事
で
す
。
み
な
さ
ん

の
大
切
に
思
う
人
達
に
も

一
言
お
声
掛
け
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

本
年
も
み
な
さ
ん
の
健

康
と
無
事
故
、
無
災
害
を

心
か
ら
お
祈
り
致
し
ま
す
。

職業訓練校 訓練生募集
【訓練場所】�倉敷校　倉敷市幸町1-12（倉敷支部内）
【訓 練 科】建築施工系・木造建築科
【訓練期間】２年間
【訓練日時】�毎週土曜日と毎月第３水曜日（原則）�

午前９時～午後５時
【入校条件】�原則、高等学校以上の卒業者で次のいず

れかに該当するもの
⃝�事務所に建築大工として雇用されてい
る常用労働者（雇用保険の被保険）
⃝法人事業所の役員または同居の親族の方
⃝�建築大工職で一人親方労災保険に加入
している方

【特　　典】�テキスト、材料、昼食、交通費（事業
主、一人親方は除く組合員に限る）支給

【訓 練 費】１ヶ月　3,000円
【申込締切】令和５年２月28日（火）
【入 校 日】令和５年３月末予定
　※詳細は所属支部もしくは本部まで

　
【
労
働
対
策
部
】一
人
親

方
労
災
保
険
・
労
働
保
険

の
年
度
更
新
の
時
期
が
き

ま
す
。
例
年
と
同
様
に
、

一
人
親
方
労
災
保
険
は
令

和
５
年
２
月
頃
、
労
働
保

険（
一
括
有
期
事
業
労
災
、

継
続
事
業
労
災
、
雇
用
保

険
）
は
、
令
和
５
年
４
月

初
旬
に
実
施
し
ま
す
。

　

来
年
度
の
保
険
料
率
は

労
災
保
険
（
一
人
親
方
労

災
保
険
を
含
む
）、雇
用
保

険
と
も
に
変
更
は
な
い
予

定
で
す
。

特
別
加
入
者
は
給
付

基
礎
日
額
の
見
直
し
を

　

労
災
保
険
の
休
業
補
償

等
は
給
付
基
礎
日
額
に
基

づ
き
給
付
さ
れ
ま
す
。
労

働
者
は
支
払
わ
れ
る
給
与

の
平
均
が
給
付
基
礎
日
額

と
な
り
ま
す
が
、
一
人
親

方
な
ど
事
業
主
の
立
場
で

働
く
方
は
、
自
身
で
給
付

基
礎
日
額
を
選
択
し
ま
す
。

給
付
基
礎
日
額
を
選
択
す

る
際
、金
額
の
目
安
は【
日

額
×
３
６
５
＝
年
間
所

得
】
で
計
算
で
き
ま
す
。

　

中
小
事
業
主
特
別
加
入

者
（
一
括
有
期
事
業
労

災
・
継
続
事
業
労
災
で
特

別
加
入
を
し
て
い
る
方
）

で
来
年
度
の
日
額
を
変
更

さ
れ
る
方
は
、
３
月
中
旬

ま
で
に
支
部
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

一
人
親
方
労
災
加
入
者

は
、
２
月
の
年
度
更
新
の

際
に
、
来
年
度
か
ら
の
日

額
変
更
が
で
き
ま
す
。

労
働
者
を
雇
用
し
な

く
な
っ
た
場
合

　

中
小
事
業
主
特
別
加
入

者
（
一
括
有
期
事
業
労
災

で
特
別
加
入
を
し
て
い
る

方
）
が
、
労
働
者
を
雇
用

し
な
く
な
っ
た（
ま
た
は
、

雇
用
す
る
見
込
み
が
年
間

 

10
項
目
を
要
請

民
主
的
税
務
行
政
の
推
進
目
指
す

　
【
税
金
対
策
部
】12
月

13
日
、
中
国
地
協
５
県

連
・
組
合
の
仲
間
と
と

も
に
、
民
主
的
税
務
行

政
の
推
進
に
向
け
、
広

島
国
税
局
交
渉
を
実
施

し
、
建
労
岡
山
か
ら
は

井
上
税
金
対
策
部
長
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

午
後
２
時
よ
り
、
広

島
合
同
庁
舎
に
て
交
渉

開
始
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

り
10
人
ま
で
の
人
数
制

限
の
中
「
電
子
化
の
推
進

に
つ
い
て
十
分
な
配
慮
を

講
じ
て
ほ
し
い
」
な
ど
10

項
目
に
つ
い
て
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

　

国
税
局
は
「
納
税
者
の

ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
配
慮

し
つ
つ
デ
ジ
タ
ル
化
を
進

め
て
い
く
」
と
回
答
。

　

要
請
項
目
以
外
に
つ
い

て
も
、
改
正
電
子
帳
簿
保

存
法
に
お
け
る
事
務
処
理

負
担
の
軽
減
と
小
規
模
事

業
者
対
応
や
、
イ
ン
ボ
イ

ス
導
入
に
よ
り
免
税
か
ら

課
税
に
な
る
こ
と
は
一
大

決
心
で
あ
る
旨
な
ど
国
税

局
に
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
11
日
か
ら

13
日
の
３
日
間
、
県
内
13

税
務
署
に
対
し
井
上
税
金

対
策
部
長
・
長
森
税
金
対

策
副
部
長
が
税
務
署
交
渉

を
実
施
し
ま
し
た
。

　一人親方労災・労働保険

忘れず更新手続きを
保険料率は維持の予定

１
０
０
日
未
満
の
）
場
合

は
、
一
人
親
方
労
災
へ
切

り
替
え
が
必
要
で
す
。
２

月
中
を
目
途
に
支
部
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
人
親
方
労
災
加
入
者
が

元
請
工
事
を
請
負
う
場
合

　

臨
時
で
労
働
者
を
雇
用

す
る
場
合
や
、
下
請
事
業

所
の
労
働
者
が
現
場
で
働

く
場
合
は
、
労
働
者
の
た

め
の
労
災
保
険
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　

建
設
工
事
現
場
の
労
働

者
を
対
象
と
し
た
労
災
保

険
は
「
単
独
有
期
事
業
労

災
（
工
事
現
場
を
管
轄
す

る
労
働
基
準
監
督
署
で
手

続
き
可
能
）」
ま
た
は
「
一

括
有
期
事
業
労
災
」
の
手

続
が
必
要
で
す
。
一
人
親

方
労
災
に
加
入
し
た
ま
ま
、

一
括
有
期
事
業
労
災
に
特

別
加
入
を
せ
ず
に
加
入
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

︱ 

国
税
局
交
渉 

︱中国地協５県連・組合の仲間と

令和５年度上期
石綿含有建材調査者講習実施案内

一般調査者コース

日程

① 令和５年４月20日㈭～21日㈮／
令和５年５月８日㈪

② 令和５年６月19日㈪～20日㈫／
令和５年７月３日㈪

③ 令和５年８月21日㈪～22日㈫／
令和５年９月４日㈪

３日間の日程（２日の講習と１日の考査）です。
受 講 料：50,280円
会　　場：岡山商工会議所（岡山市北区厚生町3-1-15)
実施機関：岡山県労働基準協会（℡086-225-3571）
申込受付は組合でも行っています。詳細は所属支部ま
でお問い合わせください。

【令和５年度建設関係資格試験・検定案内】

資格名 試験日 申込受付
期間 指定試験機関

施
工
管
理

◦
土
　
木

１級
第一次：

７月２日
第二次：

10月１日

３月17日～
３月31日

（一財）
全国建設研修セン
ター
◦土木
TEL：
042-300-6860

◦管工事
TEL：
042-300-6855

◦電気通信工事
TEL：
042-300-0205

◦造園
TEL：
042-300-6866

２級

第一次（前期）
６月４日

３月１日～
３月15日

第一次（後期）、
第一次・第二次
10月22日（同日）

７月５日～
７月19日

・
管
工
事

・
電
気
通
信
工
事

・
造
　
園

１級
第一次：

９月３日
第二次：

12月３日

５月８日～
５月22日

２級

第一次（前期）
６月４日

３月１日～
３月15日

第一次（後期）、
第一次・第二次
11月19日（同日）

７月11日～ 
７月25日

・
建
　
築

・
電
気
工
事

１級
第一次：

６月11日
第二次：

10月15日
１月27日～
２月10日 （一財）

建設業振興基金
TEL：
03-5473-1581２級

第一次（前期）
６月11日

第一次（後期）、
第一次・第二次
11月12日（同日）

７月14日～
７月28日

技能士

前期
職種 ６月～９月 ４月上旬頃 岡山県職業能力開

発協会
TEL：
086-225-1546

後期
職種 12月～翌年２月 10月上旬頃

建築士
一級 学　　科：７月中旬頃

設計製図：10月中旬頃
（公財）建築技術教
育普及センター
TEL：
03-6261-3310二級 学　　科：７月上旬頃

設計製図：10月中旬頃
※詳細については各ホームページで確認してください。
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訓練生 [令和５年４月入校生] 募集中!!  =岡山県立高等技術専門校=

【願書受付期間】令和５年１月11日（水）～令和５年３月２日（木）

南部高等技術専門校 北部高等技術専門校 北部高等技術専門校美作校

環境設備工学科
造園・エクステリア科

塗装科など

電気設備科
木造建築・再生科

建物設備サービス科など

自動車整備工学科
総合実務科

（倉敷市新田3241）
TEL�086-424-3311

（津山市川崎953）
TEL�0868-26-1125

（美作市安蘇345）
TEL�0868-72-0453

⃝�就職・転職を目指す方を対象
に、実務に必要な知識と技能、
資格が効率的に修得できる訓練
を行っています。

＊�応募資格・手続き等詳細は各校
までお問合せください。
＊入校案内HPはこちら⇒

https://haretech-okayama.jp/

自身のケガなどに備え

自動車任意保険への加入を

　

冬
は
路
面
の
凍
結
や
積

雪
に
よ
り
事
故
が
増
加
し

ま
す
が
、
自
動
車
保
険
に

は
加
入
し
て
い
ま
す
か
。

　

法
律
で
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
自
賠
責
保

険
は
、
事
故
で
死
傷
し
た

相
手
（
対
人
賠
償
）
に
対

し
て
一
定
額
ま
で
補
償
さ

れ
ま
す
が
、
相
手
の
車
両

や
自
身
の
ケ
ガ
な
ど
は
補

償
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
備
え

て
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が

　
【
青
年
部
】
12
月
11
日
、

第
15
回
青
年
部
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
備
前

市
総
合
運
動
公
園
体
育
館

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
大
会
同
様
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
と
し
て
事
前

の
参
加
者
確
認
と
検
温
、

消
毒
等
を
徹
底
し

た
上
で
、
計
１
０

２
人
（
観
客
、
基

本
組
織
、
審
判
団

含
む
）
が
結
集
。

し
か
し
、
情
勢
を

鑑
み
て
参
加
を
見

合
わ
せ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
、
出
場
支

部
は
８
支
部
に
留

ま
り
ま
し
た
。

　

試
合
出
場
者
の

多
い
都
窪
支
部
と

御
津
支
部
か
ら
は

任
意
保
険
で
す
。
自
賠
責

保
険
で
は
補
償
さ
れ
な
い

相
手
の
車
両
な
ど
い
わ
ゆ

る
対
物
賠
償
や
自
身
の
ケ

ガ
に
対
す
る
補
償
も
備
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

事
故
な
ど
で
相
手
へ
の

賠
償
金
額
が
自
賠
責
保
険

の
支
払
限
度
額
を
超
え
る

場
合
で
も
、
任
意
保
険
は

超
過
し
た
賠
償
金
額
を
補

償
し
て
く
れ
ま
す
。
任
意

保
険
に
加
入
し
て
い
な
い

場
合
は
全
て
自
己
負
担
と

そ
れ
ぞ
れ
２
チ
ー
ム（
Ａ
・

Ｂ
）
が
組
ま
れ
、
支
部
合

同
を
含
む
計
９
チ
ー
ム
が

３
リ
ー
グ
に
分
か
れ
て
予

選
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
井
原
支
部

と
御
津
支
部
（
Ｂ
）、
和
気

支
部
と
各
リ
ー
グ
で
２
位

の
う
ち
得
失
点
差
で
ト
ッ

プ
と
な
っ
た
児
島
支
部
の

４
チ
ー
ム
が
決
勝
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
に
進
出
。
前
回
優

勝
を
飾
っ
た
都
窪
支
部
は

２
チ
ー
ム
と
も
僅
か
に
届

か
ず
、
予
選
敗
退
と
な
り

ま
し
た
。

　

昼
休
憩
を
挟
ん
で
始
ま

っ
た
準
決
勝
戦
。
い
ず
れ

和
気 

６
年
ぶ
り
に
制
す

驚
異
の
守
備
で
か
わ
し
た
猛
攻

も
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
精

鋭
部
隊
と
あ
っ
て
高
い
攻

撃
力
に
よ
る
試
合
が
展
開

さ
れ
、
ギ
リ
ギ
リ
を
捉
え

た
絶
妙
な
サ
ー
ブ
や
強
力

な
ア
タ
ッ
ク
が
武
器
の
和

気
支
部
と
、
双
方
譲
ら
ず

３
セ
ッ
ト
ま
で
も
つ
れ
こ

む
も
集
中
力
を
切
ら
さ
な

か
っ
た
井
原
支
部
が
駒
を

進
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
決
勝
戦
。
第
１

セ
ッ
ト
は
一
進
一
退
の
攻

防
に
て
１
点
差
で
和
気
支

部
が
先
制
。
第
２
セ
ッ
ト

も
井
原
支
部
が
次
々
に
猛

攻
を
仕
掛
け
ま
す
が
、
と

っ
さ
の
場
面
で
驚
異
の
守

備
力
を
も
発
揮
し
た
10
連

覇
の
実
績
を
持
つ
和
気
支

部
が
最
後
ま
で
逃
げ
切
り
、

第
10
回
大
会（
平
成
28
年
）

以
来
の
優
勝
に
返
り
咲
き

ま
し
た
。

　

歯
周
病
は
、
歯
の
周
囲

の
汚
れ
（
プ
ラ
ー
ク
）
の

中
に
含
ま
れ
る
細
菌
の
毒

素
で
歯
ぐ
き
（
歯
肉
）
に

炎
症
が
起
き
、
歯
を
支
え

る
骨
（
歯
槽
骨
）
が
溶
け

て
い
く
病
気
で
す
。
し
か

し
、
初
期
段
階
で
は
な
か

な
か
自
覚
で
き
る
よ
う
な

症
状
は
出
て
き
ま
せ
ん
。

　

次
の
症
状
が
あ
れ
ば
、

歯
科
医
療
機
関
で
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

◦�

起
床
時
口
の
中
が
ネ
バ

ネ
バ
す
る
。

◦
歯
み
が
き
時
出
血
す
る
。

◦
硬
い
も
の
が
噛
み
難
い
。

◦
口
臭
が
気
に
な
る
。

◦
歯
肉
が
時
々
腫
れ
る
。

◦�

歯
肉
が
下
が
っ
て
、
歯

と
歯
の
間
に
す
き
ま
が

な
る
た
め
、
自
賠
責
保
険

に
加
え
て
任
意
保
険
へ
の

加
入
が
一
般
的
で
す
。

　

組
合
で
は
、
団
体
割
引

17
・
５
％
が
適
用
さ
れ
る

西
日
本
自
動
車
共
済
を
取

り
扱
っ
て
お
り
、
加
入
等

の
手
続
き
の
窓
口
は
専
業

代
理
所
「
合
同
会
社
Ｓ
Ｋ

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」
と
な
り

ま
す
。
加
入
を
検
討
さ
れ

る
方
は
０
８
６
－
２
３
２

－
０
０
６
６
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
【
社
会
保
障
対
策
部
】

残
り
２
ヶ
月
で
新
年
度
。

就
職
や
転
職
、
法
人
設

立
な
ど
就
業
体
制
が
変

化
す
る
組
合
員
も
増
え

る
時
期
で
す
。
全
て
の

法
人
事
業
所
と
常
時
５

人
以
上
の
従
業
員
（
事

業
主
、同
居
親
族
除
く
）

が
従
事
す
る
個
人
事
業

所
は
、
社
会
保
険
へ
の

加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

通
常
、
社
会
保
険
は

協
会
け
ん
ぽ
と
厚
生
年

金
を
指
し
ま
す
が
、
建

設
国
保
の
組
合
員
の
場

合
、
社
会
保
険
加
入
対

象
と
な
っ
て
も
、
協
会

け
ん
ぽ
の
健
康
保
険
に

移
行
せ
ず
建
設
国
保
に

残
っ
た
ま
ま
厚
生
年
金

の
み
加
入
す
れ
ば
よ
い

「
健
保
適
用
除
外
」
と

い
う
制
度
が
利
用
で
き

正
し
い
理
解
と
手
続
き
を

健
保
適
用
除
外
は
正
当
な
制
度

青年部
ソフトバレー
ボール大会

で
き
て
き
た
。

◦
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
す
る
。

　

ま
た
、
中
年
期
以
降
の

方
・
喫
煙
者
・
妊
娠
中
・

糖
尿
病
や
歯
み
が

き
の
仕
方
が
悪
い

方
は
、
歯
周
病
リ

ス
ク
が
高
い
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

80
歳
ま
で
20
本

の
歯
を
残
そ
う
と

い
う
８
０
２
０
運

動
で
は
、
日
頃
か

ら
毎
食
後
の
歯
み

が
き
（
就
寝
前
が

一
番
重
要
）、歯
間

ブ
ラ
シ
な
ど
の
併

用
、
定
期
的
な
検

診
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
歯
科
で
自

分
に
合
っ
た
歯
み

歯の健康は身体の健康歯の健康は身体の健康
定期的な検診を定期的な検診を

ま
す
。

　

法
人
設
立
予
定
の
方
や
、

既
に
健
保
適
用
除
外
制
度

を
利
用
し
て
い
る
事
業
所

で
新
た
に
従
業
員
を
雇
用

す
る
際
は
、
必
ず
支
部
に

連
絡
の
上
、
早
め
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
元
請
企
業
等
に

よ
る
現
場
か
ら
の
誤
っ
た

社
会
保
険
加
入
指
導
に
よ

り
、
建
設
国
保
を
脱
退
し

て
協
会
け
ん
ぽ
に
移
行
す

る
ケ
ー
ス
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
度
協
会
け
ん

ぽ
の
被
保
険
者
に
移
行
す

る
と
、
法
人
解
散
等
を
行

わ
な
い
限
り
健
保
適
用
除

外
制
度
が
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
加
入
指

導
さ
れ
た
際
は
、
健
保
適

用
除
外
が
国
に
認
め
ら
れ

た
正
当
な
制
度
で
あ
る
こ

と
を
元
請
業
者
等
に
理
解

を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

熱気につつまれる会場

が
き
剤
選
び
や
歯
み
が
き

指
導
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
、
一
生
涯
歯
を
大
切
に

し
ま
し
ょ
う
。

損保の　
　　知識
損保の　
　　知識
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ど
様
々
な
楽
器
の
音
を

再
現
し
、
プ
ロ
と
し
て

活
躍
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
バ
ン
ド
経
験

を
活
か
し
て
約
10
年
前

に
作
っ
た
ゴ
ス
ペ
ル
教

室
「
東
岡
山
ゴ
ス
ペ
ル

ク
ワ
イ
ア
Ｂ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

Ｅ
Ｄ
」
に
は
、
高
校
生

か
ら
70
代
ま
で
の
約
10

名
が
在
籍
。
歌
の
初
心

者
が
多
く
、
最
初
は
山

岡
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏

が
褒
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
最
近
で
は
歌
を

褒
め
る
声
が
増
え
、
生

徒
の
声
質
の
成
長
に
喜

び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
ん
ど
く
感
じ
る
時

も
あ
り
ま
す
が
「
健
康

の
た
め
に
こ
の
教
室
に

通
っ
て
い
る
」
と
い
う

年
配
の
生
徒
の
言
葉
に

励
ま
さ
れ
「
や
め
ら
れ

な
い
と
意
思
が
固
ま
っ

た
」
と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

「
人
前
で
歌
う
と
自

信
に
繋
が
る
。
ゴ
ス

ペ
ル
で
培
っ
た
声
質

を
活
か
し
、
ラ
イ
ブ

ハ
ウ
ス
な
ど
で
一
人

で
歌
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
生
徒
が
増

え
る
と
嬉
し
い
。
若

い
方
に
も
参
加
し
て

も
ら
い
、
ま
た
コ
ロ

ナ
前
の
に
ぎ
わ
い
が

戻
れ
ば
い
い
な
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

さ
ん
の
い
な
い
可
哀
そ
う

な
男
だ
」
と
同
情
さ
れ
、

夫
に
２
回
の
見
合
い
話
有

り
）。夫
の
お
陰
で
充
実
し

た
教
師
冥
利
に
尽
き
る
30

年
間
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

退
職
後
は
家
業
で
あ
る

外
構
工
事
業
の
事
務
を
手

伝
お
う
と
思
い
ま
し
た
が
、

元
来
座
っ
た
仕
事
が
苦
手

な
私
は
困
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
や
り
た
か
っ
た
パ

ン
焼
き
と
並
行
し
て
仕
事

を
し
て
み
る
こ
と
に
。
パ

ン
を
こ
ね
、
発
酵
の
間
に
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生徒の成長に喜び
バンド経験活かしゴスペル教室

赤磐支部�山岡泰臣さん（エクステリア・45歳）

　

エ
ク
ス
テ
リ
ア
工
と
し

て
働
い
て
い
る
山
岡
さ
ん

は
、
毎
週
月
曜
日
19
時
半

か
ら
21
時
に
「
東
岡
山
キ

リ
ス
ト
教
会
」
で
ゴ
ス
ペ

ル
教
室
も
開
い
て
い
ま
す
。

　

子
供
の
頃
に
通
い
始
め

た
ピ
ア
ノ
教
室
で
音
楽
に

触
れ
、
好
き
な
曲
を
弾
け

る
よ
う
に
な
る
と
ど
ん
ど

ん
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

20
代
は
岡
山
市
内
の
ラ

イ
ブ
ハ
ウ
ス
「
ワ
ン
ダ
フ

ル
ワ
ー
ル
ド
」
の
ハ
ウ
ス

バ
ン
ド
「
Ｂ
Ｅ
－
Ｗ
Ｉ
Ｌ

Ｄ
」
に
参
加
。
最
大
４
台

の
キ
ー
ボ
ー
ド
や
シ
ン
セ

サ
イ
ザ
ー
を
同
時
に
扱
い
、

ピ
ア
ノ
は
も
ち
ろ
ん
ス
ト

リ
ン
グ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
な

総社支部
髙塚すみ子

　

結
婚
と
同
時
に
小
学
校

教
員
に
な
り
、
家
庭
と
仕

事
と
で
目
が
回
る
様
な
忙

し
さ
で
し
た
。

　

夫
は
「
担
任
は
毎
日
教

室
に
お
ら
ん
と
い
け
ん
。

で
き
る
こ
と
は
協
力
す
る

か
ら
頑
張
れ
」
と
言
い
、

保
育
園
の
送
迎
や
参
観
日

の
出
席
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
子
供
会

の
役
員
等
々
頑
張
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
お
ま
け
に
３

ヶ
月
間
、
横
須
賀
市
に
あ

る
国
立
特
殊
教
育
研
究
所

へ
国
内
留
学
も
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た（
そ
の
間「
奥

家族に大好評な手作りパン

パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
る
と

い
う
の
が
、
な
が
ら
族
の

私
に
は
ぴ
っ
た
り
で
し
た
。

　

「
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
パ
ン
美

味
し
い
よ
」「
ロ
ー
ル
パ
ン

も
味
が
濃
く
て
う
ま

い
ね
」「
焼
き
立
て
の

食
パ
ン
嬉
し
い
」「
チ

ー
ズ
パ
ン
焼
い
て
」

と
嬉
し
い
言
葉
が
飛

び
交
い
ま
す
。

　

家
業
を
手
伝
い
、

あ
っ
と
い
う
間
の
20

年
。
楽
し
く
仕
事
が

で
き
ま
し
た
。

　

お
陰
様
で
家
業
は

音楽教室でピアノを奏でる山岡さん

次
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。

有
難
い
こ
と
で
す
。

　

あ
、
良
い
匂
い
。
食

パ
ン
が
焼
き
あ
が
っ
た

よ
う
で
す
。

　
【
御
津
支
部
】昨
年
11
月

５
日
、
６
日
の
２
日
間
、

公
民
館
祭
り
に
て
、
青
年

部
主
催
の
職
業
体
験
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
の
午
後
よ
り
、
資

材
搬
入
、
土
台
敷
き
、
足

場
の
組
み
立
て
な
ど
の
準

備
を
行
い
ま
し
た
。

　

初
日
は
リ
ー
ス
作
り
と

並
行
し
て
、
木
小

屋
の
棟
上
げ
と
、

２
部
構
成
で
小
学

生
以
下
の
子
供
と

大
人
に
分
け
た
餅

投
げ
を
実
施
。
リ

ー
ス
作
り
で
は
大

人
も
子
供
も
夢
中

に
な
り
、
な
ん
と

今
回
用
意
し
て
い

た
リ
ー
ス
の
土
台

50
枚
が
そ
の
日
に

終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
職
業
体
験
を

実
施
。
土
壁
塗
り
で
は
大

人
も
子
供
も
一
生
懸
命
に

塗
っ
て
い
ま
し
た
。
ペ
ン

キ
塗
り
は
子
供
に
好
評
で
、

い
ろ
ん
な
絵
を
描
い
て
い

ま
し
た
。

　

そ
の
甲
斐
が
あ
り
、
多

く
の
方
が
ア
ン
ケ
ー
ト
に

回
答
し
て
く
だ
さ
り
、
今

後
の
活
動
の
参
考
に
す
る

こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

ま
た
、
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
で
怪
我
も
な
く
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

反
省
点
も
多
々
あ
り
ま

す
が
、
頂
い
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
生
か
し
て
次
回
は
も

っ
と
良
く
な
る
よ
う
、
青

年
部
が
一
丸
と
な
り
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
人
も
子
供
も
一
生
懸
命

大
盛
況
の
職
業
体
験

第３回「建労岡山写真展」作品募集
【対象作品】�①組合員自らが製作し撮影したもの

②�製作した作品は組合員の技術を活かした
もの
③過去に披露したことのないもの
※①②③の要件全てを満たすこと

【提出方法】�所定の申請用紙とＡ４で印刷した写真もし
くは写真データを添えて所属支部に提出
してください。

【締　　切】令和５年３月31日（本部必着）
【参 加 賞】クオカード3,000円分
【備　　考】�①�応募作品は本部定期大会で展示します。

応募写真は原則返却しません（返却希望
分のみ返却）
�②�応募作品数は応募順で40作品程度の予
定です。

　※詳細は所属支部へ問い合わせてください。

大盛り上がりのペンキ塗り

イ ン フ ル エ ン ザ 予 防 接 種 補 助
【対象期間】令和４年10月１日～令和５年１月31日に受けた方
【対 象 者】組合員とその家族（建設国保の資格がある方）
【補助金額】1,500円（1,500円未満は実費分）
【申請期間】令和５年２月28日まで
　※必要書類など詳細は所属支部にお問い合わせください。

夫
の
支
え
に
感
謝

充
実
し
た
仕
事
と
楽
し
い
生
活

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

〈
県
　
内
〉

３
日　

四
役
会
議

４
日
～
５
日

　

足
場
組
立
て
等
作
業

　

主
任
者
技
能
講
習

７
日

　

�

労
組
・
国
保
合
同
四

役
会
議

14
日　

国
保
理
事
会

15
日　

国
保
会
計
監
査

17
日　

執
行
委
員
会

28
日　

国
保
組
合
会

〈
県
　
外
〉

12
日
～
13
日

　

全
国
青
協
定
期
大
会

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
状
況
に

よ
り
、
予
定
が
変
更

さ
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

支
部
定
期
大
会（
予
定
）

２
月
17
日

⃝
新
見
支
部
18
時
～

　
新
見
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
月
18
日

⃝
高
梁
支
部
13
時
30
分
～

　

支
部
会
館

２
月
19
日

⃝
和
気
支
部
９
時
～

　
備
前
市
勤
労
者
セ
ン
タ
ー

⃝
津
山
支
部
９
時
30
分
～

　

�

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
ズ
津
山

リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

⃝
児
島
支
部
13
時
～

　

支
部
会
館

⃝
小
田
支
部
13
時
30
分
～

　
矢
掛
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

２
月
26
日

⃝
玉
野
支
部
13
時
～

　
玉
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

⃝
御
津
支
部
９
時
30
分
～

　

建
部
文
化
セ
ン
タ
ー

⃝
真
庭
支
部
９
時
30
分
～

　

支
部
会
館

３
月
４
日

⃝
総
社
支
部
13
時
30
分
～

　

支
部
会
館

３
月
５
日

⃝
久
米
支
部
９
時
30
分
～

　
久
米
郡
商
工
会
館（
予
定
）


